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１．研究を実施する背景と本研究の問題意識
　本研究を実施する背景には、人間社会学部に所属す
る増田と商経学部に所属する大平が共同研究を始めた
ことにある。増田は人間社会学部に勤務し始めてから、
専門とするマーケティングや消費者行動を社会的課題
の解決との関係で研究をしたいと思っていた。その時
にちょうど大平が執筆した消費を通じて社会的課題の
解決を図る消費者の論文を目にし（大平他、2015）、
二人で会合を持ったのがきっかけとなっている。
　増田は千葉商科大学に勤める以前は、良品計画に勤
務していた。大平は以前から良品計画の取り組みに関
心を持っていたが、一度知人を介して調査協力をお願
いしたものの、社内の事情でそれが実現しなかった。
二人は初会合後から何度も研究会を開き、良品計画の
取り組みの中で、研究として面白い取り組み、またそ
れが調査可能かどうかを検討した。その結果、増田が
良品計画に在籍している時にプロジェクトの立ち上げ
から関わっている「MUJI × JICA プロジェクト」を
研究することに決めた。
　「MUJI × JICA プロジェクト」とは、良品計画と
JICA（独立行政法人国際協力機構）との協働による
インクルーシブ・ビジネスである。具体的には、 この
取り組みは JICA の一村一品運動（One Village One 
Product：OVOP）に良品計画が協力し、キルギス現
地にてハンドメイドで生産された製品（フェルトを使
用した生活雑貨）をクリスマス・ギフトとして、良品
計画の企画する製品と店舗ブランドである「無印良品」
で販売するというプロジェクトである（図1）。インク
ルーシブ・ビジネスとは、開発途上国の貧困層の人々
を生産者、流通業者、消費者としてビジネスのバリュー
チェーンに取り込み、現地で雇用や製品・サービスを
生み出すことにより、貧困層の人々の選択肢の拡大と
企業の事業機会の拡大を同時に進めるビジネスを意味
している。
　二人はまず組織の視点から、この製品開発のプロセ
スを検討することを決め、2017年9月に開催された
企業と社会フォーラム第6回年次大会で報告した。そ
の後、企業と社会フォーラムの学会誌に投稿し、論文
が2017年9月発行予定の『企業と社会フォーラム学
会誌』に掲載されることとなっている（増田・大平、
2017・近刊）。
図1　2016年の「MUJI × JICA プロジェクト」で生産された製品
出所：良品計画ホームページより
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　経済研究所の研究助成で実施する研究は、これまで
の研究成果を踏まえて、それをさらに先に進めるもの
である。本研究では、現在の日本の消費社会を変化さ
せる二つの消費スタイルに着目する。それらは、倫理
的消費（Ethical Consumption）とボランタリー・シン
プリシティ（Voluntary Simplicity）である。倫理的消
費とは、消費を通じて社会的課題の解決を図る消費ス
タイルを意味する。一方、ボランタリー・シンプリシ
ティとは、特定の製品やサービスの消費を避けたり、
総消費量を減らすための努力をしたりする消費スタイ
ルである。
　このような二つの消費スタイルは、欧米での先行研
究では重複する部分があると指摘されているものの、
これら概念が日本の消費社会でどのように理解できる
のかは検討の余地がある。すでに日本は世界の中でも
成熟した消費社会にある。モノに溢れた生活を送って
いる日本の消費者が価格や品質だけでなく、社会的課
題の解決を製品選択の一つの基準に組み込み、モノを
少なくして生活を充実させるという新たな消費スタイ
ルがいかに日本の消費者に理解されているのかを本研
究では検討する。具体的には、2017年度には「倫理
的消費」に関する研究を行い、2018年度には「ボラン
タリー・シンプリシティ」に関する研究を行う予定で
ある。
2．倫理的消費
　上述した「MUJI × JICA プロジェクト」で生産さ
れた製品は、製品の生産を通じて貧困地域を活性化す
る点で社会的課題の解決に繋がり、認証は得ていない
ものの、生産者に公正な対価を支払う点ではフェアト
レードとしても理解できる。言い換えれば、この製品
は、フェルトを原材料にハンドメイドで生産され、フェ
アトレードで取引され、コーズ（社会的課題の解決）
が付与されることでブランド化された、いわゆるコー
ズ製品（Cause-Related Products）である。すでに我々
は、組織の視点から「MUJI × JICA プロジェクト」
での製品がいかなるプロセスで開発されたのかを明ら
かにしている。では、これらの製品に対して、消費者
はいかなる反応を示すのだろうか。このリサーチ・ク
エスチョンについて、調査を行うのが第一の研究目的
である。良品計画によってコーズ・ブランディングさ
れたハンドメイド製品を用いて、社会的課題の解決に
つながるコーズ製品を購入する消費者の意思決定要因
を明らかにする。
　大平はここ数年、日本の消費者を対象として、消費
を通じた社会的課題の解決がいかに実践されているの
かを研究してきた。そこでは、日本に消費を通じて社
会的課題の解決を実践する消費者であるソーシャル・
コンシューマ （ーSocially Responsible Consumers）が、
まずどの程度存在し、どのような特徴があるのかを
検討した（大平他、2013）。次にそのようなソーシャ
ル・コンシューマーが製品やサービスの消費を通じて
社会的課題の解決につながるソーシャル・プロダクト
（Socially Responsible Products）をいかなる要因に基
づいて購買意志決定するのかを検討した（Stanislwski 
et al.、2013：大平他、2015）。増田もここ最近、消
費を通じた社会的課題の解決について関心を持ち始
め、コーズ・リレーテッド・マーケティングに関する
論文を執筆した（増田、2014）。
　このような研究成果を踏まえて、我々は「MUJI ×
JICA プロジェクト」で生産されたマフラーに関する
探索的調査を2回実施した。第1回目の調査は、我々
が作成した質問項目に対して、大学生がいかなる反応
をするのかを探るために実施された。具体的な質問項
目は、先行研究に基づいて、コーズ（企業への態度、
社会的課題への態度、有効性評価、入手可能性評価、
主観的規範、セルフ・アイデンティティ、倫理的義務、
懐疑主義、シニシズム、社会的課題解決への習慣）と
ハンドメイド（商品への態度、購買意図、愛情、情熱、
幸福、誇り、満足感、信頼性）、ギフト（ギフト、公
的自己意識、私的自己意識、ギフト習慣）に関連する
項目から構成された。
　調査は2016年12月に千葉商科大学の学生204名を
対象として実施した。実際の調査では、製品の写真
（図2）と生産方法に関する動画（ハンドメイドとマシ
ンメイド）を使用し、さらにパワーポイントを用いて、
コーズの内容（キルギス共和国の現状など）を説明し
た。特にハンドメイドの動画では、良品計画が作成し
たキルギスの生産者が実際に製品を製造する動画を用
いた。
　調査はこれらを使用して、4つのグループを設け、
アンケート調査を実施した。第1グループには、製品
の写真とハンドメイドの動画を見せ、コーズを説明し
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た（コーズあり×ハンドメイド）。第2グループには、
製品の写真とマシンメイドの動画を見せ、さらにコー
ズを説明した（コーズあり×マシンメイド）。第3グ
ループには、製品の写真とハンドメイドの動画を見せ
た（コーズなし×ハンドメイド）。第4グループには、
製品の写真とマシンメイドの動画を見せた（コーズな
し×マシンメイド）。またすべてのグループに「この
商品を誰にプレゼントしますか」を尋ねた。
　これと同様の調査を2017年4月に千葉商科大学と
上智大学、東京経済大学の学生490名を対象に実施し
た。この調査では、前回調査での結果で購買意図に対
して影響が見られなかった項目と同じ項目内で平均値
の低い項目を削除し、再度探索的調査を実施した。な
お、これらの結果については、2017年5月に開催さ
れた日本商業学会にて学会報告をし、現在それを論文
にする作業をしている。今後は、これら二つの調査結
果を踏まえ、2017年夏に全国の20代以上の消費者を
対象としたインターネット調査を実施する予定であ
る。
3．ボランタリー・シンプリシティ
　ボランタリ ・ーシンプリシティは、日本では最近、「ミ
ニマリスト」（最低限の持ち物で生活をする人たち）と
いう言葉で、それを実践する消費者のライフスタイル
に注目が集まっている。東日本大震災以降、応援消費
に代表されるように、売上の一部が社会的課題の解決
に使われるコーズ製品が数多く販売された。このよう
な製品を消費者は好んで購買するようになり，現在，
消費を通じた社会的課題の解決が日本社会で普及しつ
つある。
　その一方、東日本大震災後、原子力発電所がメルト
ダウンしたことを受けて、特に小さな子どもがいる家
庭では、食品への意識が高まり、それまで購入してい
た食品の購入をやめて、敢えてオーガニック食品を好
んで選択する消費者が増加した。また近年では、でき
る限り所有物を少なくするミニマリストを代表とする
自発的にシンプルな生活を実践するボランタリー・シ
ンプリファ （ーVoluntary Simplifiers）の消費スタイ
ルも注目されつつある。特に日本ではボランタリー・
シンプリファーを対象とした研究について理論的な研
究は行われているものの、実証研究はほとんど行われ
ていない。本研究では、欧米でボランタリー・シンプ
リファーという概念で理解されている消費者と日本の
ミニマリストがどのような点が同じで、どのような点
が異なるのかについて検討する。
図2　調査で用いたスライドの一例
無印良品のウールフェルトマフラー
• 製品の特徴
• フェルトを使ったハンドメイドでこの薄さを作るのは、とても手間のかかる作業です。肌に当たる部分には、
柔らかいメリノウールを使用して、チクチクしにくくなっています。
• 製品の素材
• キルギス共和国で作られるこのフェルト商品は、天然のウールを 100％使用し、キルギスの伝統的な手法
により全てハンドメイドで作られています。市販のフェルトは、ポリエステルで作られているものも多い
ですが、この天然フェルトは 100% のウールと石鹸、そして水だけで作られるのです。
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　ボランタリー・シンプリシティに関する研究は、大
平（2015、2016）をもとに進められる研究である。
この概念から日本の消費社会を捉えようと思ったの
は、大平が先行研究をレビューしていく上で、欧米で
注目されているボランタリー・シンプリシティが日本
の消費社会にも導入し始めていると理解できたからで
ある。この研究は、インタビュー調査を実施し、日本
の消費者を対象として、敢えて消費を避けたり、減ら
したりする要因を検討する。このような研究は、まだ
日本では行われていないことから、質的調査方法の一
つであるインタビュー調査を実施して、ボランタリ ・ー
シンプリシティを実践する要因を抽出し、量的調査を
実施するための仮説を構築することを目的とする。具
体的な調査としては、まず千葉商科大学の学生の中か
ら、ボランタリー・シンプリシティを実践している学
生を抽出し、インタビューを実施する。その結果をも
とにし、次に広く一般消費者の中でそれを実践してい
る消費者にインタビュー調査を実施する。
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